
 

 

とうきょう ジャーミイ きんよう れいはい の ホトバ 

2022ねん 1がつ 28にち 

イスラーム、アッラー の みもと に おける ゆいいつ の しゅうきょう 

そんけい すべき ムスリム の みなさま︕ 

イスラーム とは、 さいご の よげんしゃ ムハンマド・ムスタファ（かれ の うえ に しゅくふく と へいあん あれ）が すべて の ひとびと に   

たいして といた いきかた の こと です。 それ は よげんしゃ アーダム に はじまり、 ひとびと に つたえられて きた けいじ の、         

さいしゅうてき かつ かんぜん な かんせいけい です。  

イスラーム とは、 ひとびと を げんせ と らいせ に おける アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）の しゅくふく へと みちびく せいなる まねき

です。 それ は へいあん と きゅうさい に いたる しん に まっすぐな みち です。 しゅうまつ の ひ に いたる まで ゆうこう な ゆいいつ  

の しん の しゅうきょう であり、 それこそ は けんしき の ある すべて の たましい、 すべて の ひと が さがし もとめて いる もの です。 

しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 

タウヒード、 せいじつさ、 そして しん の みち、 これ こそ が ぜんじんるい に むけて おくられた イスラーム の せいしん の すべて と   

なります。 わたしたち の すうこう な しゅうきょう の せいしん は、 アッラー（スブハーナワ タ アーラー）の ゆいいつせい を こころ の   

そこ から しんじ、 なにもの をも その どういしゃ とは しない こと に あります。 アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）の ほか は なにもの

の しもべ とも ならず、 ただ アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）に のみ つかえる こと に あります。 

しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 

わたしたち の すうこう な しゅうきょう である イスラーム は、 すぐれた どうとく の しゅうきょう でも あります。 けんり、 しんじつ、       

うまれもった せいしつ と せいめい とを こうてい する しゅうきょう です。 せいぎ、 じひ、 あいじょう、 おもいやり の しゅうきょう です。   

じぜん、へいあん、 おだやかさ と しんらい の しゅうきょう です。 ちしき、 ちえ、 せつど と たやすさ を とうとぶ しゅうきょう です。  

いま の わたしたち に もとめられて いる のは、 イスラーム とは かけがえ の ない しゅくふく である と にんしき する こと です。 ムスリム

として そうぞう して くださった こと を、 つね に ぜんのう の しゅ（スブハーナ ワ タアーラー）に かんしゃ しなくては なりません。      

イスラーム の たかい かち や とくしょく を、 じぶんたち の せいかつ に はんえい させなくては なりません。 ほんとう に まっすぐな      

イスラーム の みち から はずれる こと なく、 イスラーム の ほうこう に そって じんせい を あゆむ よう つとめる べき なのです。 

イスラーム と、 せい を あたえる その おしえ とが、 すべて の じんるい の へいわ と さいせい の みなもと で ある こと を わすれては

なりません。 また、 つぎ の アーヤ に ついても おぼえて おく ひつよう が ある でしょう。 「イスラーム いがい の なにか を         

しゅうきょう として さがし もとめる もの は、 なにひとつ うけいれては もらえない。 らいせ に おいては、 はいしゃ と なる だろう。」
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